
科学と社会委員会 
政府・産業界連携分科会 
（第２４期・第１回） 

議事次第 
 
 

１．日 時  平成３０年２月２１日（水）１４：３０～１７：００ 

（休憩１５：３０～１６：００） 

 

２．会 場  日本学術会議 ６－Ｃ（１）会議室 

 

３．議 題   

（1）役員の選出について 

 (2) 今期の方針・活動について 

 (3）その他 
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第 24 期 科学と社会委員会 
政府・産業界連携分科会委員名簿

平成 30 年 1 月現在

氏 名 所属・職名 備 考 

小林 傳司 大阪大学教授・理事・副学長 第一部会員 

山極 壽一 京都大学総長 
第二部会員・

会長 

五神 真 東京大学総長 第三部会員 

渡辺 美代子 国立研究開発法人科学技術振興機構副理事 
第三部会員・

副会長 

五十嵐 仁一 一般社団法人経済団体連合会未来産業・技術

委員会産学官連携推進部会長、ＪＸＴＧエネ

ルギー株式会社取締役常務執行役員

特任連携会員 

小林 いずみ 公益社団法人経済同友会副代表幹事、ANA ホ

ールディングス社外取締役、三井物産社外取

締役、みずほフィナンシャルグループ社外取

締役 

特任連携会員 

資料１ 
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1. 年次報告検討分科会

2. 課題別審議検討分科会

3. 課題別審議等査読分科会

4. 科学力増進分科会

5. 「知の航海」分科会

6. 持続可能な開発目標（SDGs）
対応分科会

7.政府、社会及び国民等との連携
強化分科会（なし）

8. ゲノム編集技術と社会に
関する検討分科会（17/11終了）

9. Gender Summit 10
分科会 （終了済み）

1. 年次報告検討分科会

2. 課題別審議等査読分科会

3. 市民と科学の対話分科会（統合）

4. メディア懇談分科会（新規）

5. 政府・産業界連携分科会（新規）

第２３期科学と社会委員会

第24期科学と社会委員会

持続可能な開発目標(SDGs)

対応（第1-3部取組み含む）

委員会にて
取組み

会長副会長
にて取組み

科学と社会委員会構成
2017/12/２ 改定

資料２

1. 年次報告検討分科会 2018/6頃予定
年次報告書の執筆・編集を行う
委員：副会長（渡辺）、各部長、（必要に応じて会員と連携会員を追加）

２．課題別審議等査読分科会 未定
課題別委員会と幹事会附置委員会の提言と報告、声明、勧告、要望の査読
委員：本委員会委員全員、（必要に応じて連携会員を追加）

３．市民と科学の対話分科会（統合） 2018/2/1予定
サイエンスカフェとサイエンスアゴラ企画、及びその他市民との対話に向けた
企画の検討

委員：各部２名（遠藤、平井、高橋、所、江守、中村）
（必要に応じて会員・連携会員追加）

４．メディア懇談分科会（新規） 日程調整中
新聞社論説委員等メディア関係者への話題提供と懇談を企画し、実行
話題に応じて参加者を決める
委員：会長、副会長（3名）、土生（日本記者クラブ専務理事・特任連携会員）、

赤阪（フォーリン・プレスセンター理事長・特任連携会員）

５．政府・産業界連携分科会（新規） 2018/2/21予定
文科省などの省庁、経団連などとの懇談及び課題の抽出
委員：会長、副会長（渡辺）、小林（阪大）、五神、五十嵐（経団連産学官連携推進部会長・

特任連携会員）、小林いずみ（経済同友会副代表幹事・特任連携会員）

科学と社会委員会分科会
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資料３－２ 

日本学術会議細則（抜粋） 

 

 （常置の委員会の設置） 

第１０条 機能別委員会は、別表第２のとおり設置することとし、運営に関する事項は、幹事会

が定める。 

 
（中略） 

 
別表第２（第１０条関係）（１５０総・１６７総・１７１総・一部改正） 

委員会名 委員長 職務 

選考委員会 会長 会員及び連携会員の選考（会則第８条） 

科学者委員会 会則第５条第１号

に規定する職務を

行う副会長 

科学者の在り方、人権及び自由交流に関するこ

と、科学における男女共同参画に関すること、会

員及び連携会員の辞職（会則第９条第３項、同第

１３条第２項）、会員及び連携会員の退職（会則

第１０条第２項、同第１４条第２項）、地区会議

に関すること、日本学術会議協力学術研究団体

に関すること、その他科学者間の連携に関する

こと 

科学と社会委員会 会則第５条第２号

に規定する職務を

行う副会長 

勧告、要望及び声明の内容等の検討（幹事会決定

事項）、総合科学技術・イノベーション会議との

連携に資するための審議課題の検討、国民の科

学に対する理解の増進、その他学術会議と政府、

社会及び国民等との関係に関すること 

国際委員会 会則第５条第３号

に規定する職務を

行う副会長 

学術会議における国際活動の調整、その他学術会

議の国際的対応に関すること 
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●科学と社会委員会運営要綱 

 
                    平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 ４ 日 
                    日本学術会議第１回幹事会決定 

 
（組織） 
第１ 科学と社会委員会（以下「委員会」という。）は、副会長（日本学術会議会則第５条

第２号担当）、各部の３名（うち１名は役員とする。）の会員及び必要に応じて会員の中

から選ばれる４名以内の委員をもって組織する。 
 
（分科会） 
第２ 委員会に、次の表のとおり分科会及び小委員会を置く。分科会及び小委員会の設置

期限は当該期末までとし、委員長は期首及び適時に分科会及び小委員会の設置について

幹事会に提案する。 
分 科 会 調査審議事項 構  成   備 考 

ゲノム編集技術と

社会に関する検討

分科会 

・ゲノム編集技術と社会と

の関わりについての検討

事項の整理 

・公開シンポジウムにおけ

る意見交換の進め方 

に関すること 

10 名以内の会員又

は連携会員 

設置期間：平成

29 年 10 月 30 日

～平成 30年３月

31日 

年次報告検討分科

会 
年次報告書の執筆・編集に

関すること 

副会長（日本学術会

議会則第５条第２

号担当）及び各部の

部長並びに連携会

員若干名 

設置期間：平成

29 年 12 月 22 日

～平成 32年 9月

30 日 

課題別審議等査読

分科会  
勧告、要望及び声明並びに

課題別委員会（大学教育の

分野別質保証委員会を除

く）及び幹事会附置委員会

が作成する提言及び報告の

草案の査読に関すること 

委員会の委員及び

各部の６名以内の

会員又は連携会員 

設置期間：平成

29 年 12 月 22 日

～平成 32年 9月

30 日 

市民と科学の対話

分科会  
サイエンスカフェ、サイエ

ンスアゴラ及びその他市民

との対話に向けた企画の検

討に関すること  

各部の３名以内の

会員、委員会の３名

以内の委員及び連

携会員若干名  

設置期間：平成

29 年 12 月 22 日

～平成 32年 9月

30 日 

メディア懇談分科

会 
新聞社論説委員等メディア

関係者との相互理解、それ

をもとにした話題提供、懇

会長、副会長及び各

部の３名以内の会

員又は連携会員 

設置期間：平成

29 年 12 月 22 日

～平成 32年 9月

資料３－３ 
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（庶務） 
第３ 委員会の庶務は、事務局企画課及び参事官（審議第一担当及び審議第二担当）にお

いて処理する。 
 
（雑則） 
第４ この要綱に定めるもののほか、議事の手続その他委員会の運営に関し必要な事項は、

委員会が定める。 
 

附 則 

 この決定は、決定の日から施行する。 
の決定は、決定の日から施行する。 

談会の企画及び実行に関す

ること  
30 日 

政府・産業界連携

分科会  
文部科学省等の省庁及び日

本経済団体連合会等の産業

界との懇談の企画及び実行

に関すること 

会長、副会長（日本

学術会議会則第５

条第２号担当）及び

各部の３名以内の

会員又は連携会員 

設置期間：平成

29 年 12 月 22 日

～平成 32年 9月

30 日 
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